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芒の違い、移るほどニッポン＆カンボジ
｢11月1日（日）蒲郡商工会議所C.IL」

多様性社会を生きるの今日的ﾃｰﾏを掲げ､県内より50名余の参会者を得て､令和2
年度のオアシス研修会を無事開催することができました。新コロナの感染が心配されるなか、

関係者一同の知恵と情熱に支えられた研修会ではありましたが、感染予防対策に予想以上の

エネルギーを費やす研修会運営となりました。

講師・質問者・パネリストの熱のある質疑応答に支えられ、さらに、 「もっとカンボジアを

知りたい！」の思いを高めた研修会でもありました。
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基調報告
･バイヨン中生からのTシャツ
・タイとカンボジアの共通点
･協働することの力と喜びなど
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基調報告［私Q愛哩皇ｶｰヱ丞芝Z_Lにおいては、神崎恭紀社員によるタイでの滞在生活との

比較論からカンボジアの魅力を報告、交流体験や伝統文化の話題が満載でした。

パネル対話第1部「不思議、カンボジア人あるある_’ では、5人の質問者が「交通事|青」

｢仏教信仰」「親日感情」「学校・家庭教育」「雨季の生活」などを話題にしてカンボジア人講師

に質問。講師からは，流暢な日本語で生活感覚溢れる回答をいただき、なるほどと納得でした。

第2部_[王思議一日丞人_ある_ある_Lでは、 1部とは逆の立場から、講師2人より法人パネリ

スト2人に質問。「日本人の入浴慧哉」「もったいない観」「道徳性」の不思議・驚きなど、日本

人の当り前感覚を問われる場となりました。参会者の方から「自分たちの生活・文化を見直

すよい機会」との声をいただき、国際交流の意義を感じた研修会となりました。 ’



参_会_者_のF: A氏ネイティブの皆さんの言葉は重みがあり、 とても理解が

深まった。カンボジアは政治次第で大きく発展することを確信できた。一方、

中国の侵略的な進出には脅威を感じた。よりたくさんの人に聞いてもらいた

い話題が盛りだくさんであった。

砥_ ：日本もカンボジアもそれぞれよいところがあり、それぞれ課題を抱え

ているようにも感じた。このような機会を通して、お互いの国を見直すのに

とてもよいと思いました。
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愛すべきカンボジア 出会いと笑顔そして心の交滝
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b日本が後退、中国の進出の背景 、

。合掌の手の位置には、相手に5段階の
位置がある

･僧侶（寺院）に対する尊敬の念

･米を食べる量、日本の6～7倍

･都市と田舎での女性の社会進

ツ･雨降りでも傘を差さないカンホﾞ

・バイクは無免許0K など

カンボジアとタイの文化の共通性踊り・楽器
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バンコク日本人学校が修学旅行
で訪問した音楽学校のダンス タイ･サラリムナムの声ナーショー

バイヨン中学校の踊り

鱸章重宝：

卓

アブサラダンス（大学生 タイの民族楽盤カンボジアのI罰露饗搬！
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